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【アジア現地ルポ】

ジャーナリスト　室橋裕和

リゾート復活
タイ観光の守り手たち
昨年 10月に新型コロナウイルス感染症の対策である入国規制を撤廃した
タイ。観光業は、コロナ流行の前までは国内総生産（ＧＤＰ）のおよそ
20％を稼ぎ出していた。少しずつ海外からの旅行者が戻ってきたというが、
その後どうなっているのか。今年２月、リゾート地として知られる南部のサ
ムイ島とプーケット島を巡ってみた。

バンコク市内に入ると、東京と変わらな
い光景があった。誰もがマスク姿だ。高架
鉄道や地下鉄での着用率はほぼ 100％だろ
う。欧米人はノーマスクだが、タイ人はきっ
ちりとマスクをつけていた。
「日本人は同調圧力でマスクを外せなく

なっているように思いますが、
タイ人はコロナそのものへの警
戒感が強いと感じます」。バン
コクに住む日本人駐在員はそう語る。
しかし、リゾートアイランドに行けば一

転、ほぼノーマスクの世界になる。マスク
をしているのはコンビニなどの店員くらい
で、僕も外して久しぶりの開放感を楽しん
だ。
サムイ島に来るのは４年ぶりのことだ。

繁華街のあるチャウエンビーチにはコロナ
禍のダメージか、閉業したままの物件も目
立つ。手頃なゲストハウスが集まっていた
通りは廃墟のようだった。
泊まったのはレストランやクラブが密集

するエリアの安ホテル。お客で混み合って

いたが「１年ほど休業し、再オープンした
のは去年から。やっと 11 月頃から観光客
が戻ってきました。年末年始は予約で満室
でしたね」とスタッフは話す。
観光客をゾウに乗せるエレファントライ

ドの業者も、年末を機に客足が良くなった
という。「収入がないのに象のエサ代がか
かり本当にきつかった。やっとひと息つけ
た」。ようやくインバウンドが動きはじめ
てきたという印象だが、観光業の人たちは
どうやって生き延びてきたのだろうか。
別のホテルの従業員は言う。「イサーン

（タイ東北部）の実家に帰り、畑をやって

いました」こういう人が結構いるそうだ。
出稼ぎ先から故郷に帰り、コロナ禍をやり
過ごす。「田舎に戻れば、カオニャオとナ
ンプラー（もち米と魚醤）くらいはある」
と語るタイ人は多い。日本よりは自然の恵
みが豊かで飢えることはないという。それ
はタイの強みだ。「自宅や店の家賃を待っ
てくれたり、車や家のローンを金利だけの
支払いにしてくれた業者もあります」とい
う声も聞いた。
仏教の精神も助けになった。20 年には

暮らしに余裕のある人が食料や生活必需品
を持ち寄り、分け合う取り組みが全土で広

ビーチリゾートはすっかりコロナ前の客足
に。ただ欧米人が中心で、円安の影響もあり
日本人観光客はまだまだ戻ってきていない
（筆者提供）

旅行者で賑わうプーケットのパトンビーチ（筆者提供）
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がった。こうした寄付は「タンブン」とい
い徳を積む行為でもある。そのタンブンの
精神もあってタイはコロナ禍を乗り切りつ
つあるようだ。

値上がり「本当に大変」

「食料品も燃料も、何でも上がって本当に
大変。給料はぜんぜん上がらないのに」
日本と全く同じことをタイでもよく聞い

た。例えば、屋台や食堂で食べることがで
きるクイッティアオ（米麺）一つをとって
も、４年前は１杯 50 バーツ（約 190 円）
くらいの店が多かったと思うが、今は 70
バーツ（約 270 円）前後。食品の値上が
りが激しいようだ。
背景には他国と同様にエネルギー価格の

高騰があるといわれる。「コロナ前に比べ

てリッター当たり５バーツ（約 20 円）く
らい上がってるかも」と、ガソリンスタン
ドの店員。離島は輸送費もかかり、物価は
本土よりも高くなりがちだ。
買い物はコロナ前から電子決済が進んで

いたが、さらに普及した感を受けた。コン
ビニエンスストアやスーパーマーケットで
は、スマホで決済する姿が定着している。
シンガポール系の「グラブフード」やド

イツ系の「フードパンダ」といったデリバ
リーはよく目にする。街角の屋台や安食堂
でも、配達員が料理をピックアップしてバ
イクで走っていく。
「旅行会社を経営しているが、コロナで開
店休業の状態。フードパンダ用の食堂を始
めて、何とかやりくりしている」という人
もいた。

観光の在り方も変
化してきていると感
じた。例えば、タイ
各地の観光地で親し
まれてきたエレファ
ントライドは姿を消
しつつある。欧米人
観光客から「動物虐
待だ」と批判された
からだ。代わりに、
象と一緒に川や海で水浴びする「エレファ
ント・バス」が流行っている。水族館など
のショーも同様の理由で中止にしたところ
がある。
また、南部の島々ではマングローブの植

林に力を入れたり、紙素材のストローを出
すレストランが増えたり、オーガニック農

プーケットは厭戦（えんせん）ムードからかロシア人観光客も多い（筆者提供） こちらはピピ島。やはり欧米人で混み合う（筆者提供）

タイの島ではよく見るこんな光景も、動物保護の観点から減っていくことだろう（筆者提供）

園を訪ねるツアーがあったりと、少しずつ
グリーンツーリズムが広がっているように
も感じた。とりわけ大自然そのものを観光
資源にするタイ南部では顕著だ。こうした
環境意識の高まりに、ビジネスチャンスを
見いだすタイや外資の企業も増えてくるこ
とだろう。
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プーケットは大混雑

サムイ島から、やはり４年ぶりとなる
プーケット島へ移動すると観光客で盛況
だった。北部の国際空港には飛行機がばん
ばん離発着し、改装工事も進む。島内最大
の繁華街パトンビーチは夜になるとバーや
レストランに観光客が押し寄せ、どこも大
混雑だ。
レンタルバイクを借りようとしたら、サ

ムイ島の倍の値段をふっかけられたり「２
日間以上でないと貸さない」と言われたり
もした。ホテルも満室のところが目立つ。
タイ最大の水族館やウオーターパークも
オープンするなど、ここも既にアフターコ
ロナの時代になっていると感じた。
「観光客用のバイクや車が全然足りないん

です。急に観光需要が戻ってきたので」と、
現地在住の日本人は言う。ホテルやレスト
ラン、コンビニに至るまで人手不足だ。こ
の数か月で一気に回復しつつある観光需要
に供給側が追い付いていない。
コロナで削減したスタッフを呼び戻した

り、プーケット島内だけでなくタイ全土に
求人を出したりしているが、まだまだ足り
ないようだ。
いくつかの安ホテルを泊まり歩いたが、

どこもスタッフが常駐するのは朝から夕方
まで。夜はフロントが無人となり、玄関は
ロックされ、部屋の鍵とは別にそちらの電
子キーも渡される。何かあれば通信アプリ
のＷｈａｔｓＡｐｐ（ワッツアップ）かＬ
ＩＮＥ（ライン）で連絡する仕組みだった。
足りない労働力をＩＴで補っている。

観光支えるミャンマー人

活況を取り戻すプーケットの観光業。そ
の足元を支えているのはミャンマー人だと
いうことはあまり知られていない。ホテル
やレストラン、屋台で働くのはミャンマー
人が多い。観光客にはタイ人と見えるかも
しれないが、よく話せばタイ語があまりわ
からないことがある。それでも英語を使
い、笑顔で応対してくれる。
タイを「ほほえみの国」という言葉もあ

るが、ほほえんでいるのが実はミャンマー

人だったりするのだ。
「タイに来てもう 10 年になります」。ダ
イビングショップで働くミャンマー人は片
言のタイ語で話す。南部モン州出身の少数
民族、モン族だ。「スタッフのタイ人はマ
ネジャークラスだけで、あとはミャンマー
人。他の会社も似たような感じ。ミャンマー
は仕事がないし、働いてもせいぜい月
1,500 バーツ（約 5,700 円）。ここでは 10
倍もらっています」
背景にあるのは賃金格差だ。経済的に立

ち遅れたミャンマーから隣国タイに出稼ぎ

島を巡るボートは観光の足だが燃料費の高騰が激しい（筆者提供） 地元客にも観光客にもナイトマーケットは人気（筆者提供）

早朝からサモサを仕込むミャンマー食堂の店員（筆者提供）
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アジア６都市
 「飲みニケーション」の今

記事中のデータはＮＮＡ各拠点調べ・撮影
調査時期 2023 年３月

調査の概要

酒＆つまみから飲み屋街まで調査

タイ・バンコクにある人気の歓楽街、カオサンタイ・バンコクにある人気の歓楽街、カオサン
通り。日が暮れると通り一帯に路上バーが出現通り。日が暮れると通り一帯に路上バーが出現
タイ・バンコクにある人気の歓楽街、カオサン
通り。日が暮れると通り一帯に路上バーが出現

コロナ禍を乗り越えて、回復傾向にあるアジア各地の人出とアルコール市場。
人々に愛される定番の酒とつまみを、現地在住のんべえスタッフがリサーチ。
一時期は閑古鳥が鳴いていた各地の飲み屋街にも足を運び、現状を見てきた。
酒を飲みながら親交を深める「飲みニケーション」は一体どんな状況だろう。
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アジア２都市からトレンド事情をお届
けした今回。新型コロナウイルス流行に
よる混乱の３年間を経て、前向きにアフ
ターコロナ時代を生きている姿が伝わっ
てきました。印象的だったのがマスクの
定着とファッション化。インドネシアで
はヒジャブの着こなしに合うカラーマス
クを選び、おしゃれとして楽しんでいる
様子がうかがえました。

コロナ禍で変化があったものといえば
ＥＣも着目したいところ。アジア各地で
急成長したＥＣ市場ですが２人の亜女子
も大いに活用。中国は以前からＥＣ大国
でしたが、夢さんによるとコロナを契機
に利用者がさらに増加。特に中年層が活
発に使用しているそうです。

私が運営する「亜女子ラボ」では、ア
ジア 15 カ国・18 地域の女性会員とＳＮ
Ｓなどで日々交流していますが、今年に
入り聞こえてくるのは「普通の生活が
戻ってきた」という声。「日本に遊びに
行きたい」と話す会員もちらほら。海外
渡航の制限も大半が解除され、今後ます
ますアフターコロナの「日常」が広がる
予感です。

マスクファッションにＥＣ
アフターコロナを楽しく生きる地

場
も
日
本
製
も
バ
ラ
ン
ス
良
く

日
本
の
ド
ラ
マ
も
お
手
本
に
♪

名前
顧夢怡（コ・ムイ） 

（33 歳）

出身地
中国・上海 

職業
会社員。日系の旅行会
社に勤務

世帯構成
両親との３人家族

From China

連載２回目に「中国ファッション最先端の上海女子」として登場
し、中国のトレンドを紹介してくれた夢さん。当時は日系商社に勤
務していましたが、現在は大手旅行会社で勤務。中学時代から日本
のアニメが大好きで、日本語もとっても流ちょう。語学力を生かし
バリバリと働いています。
おしゃれへの関心が高く、仕事着はきれい系でまとめるのが好み。

休日はデニムなどのカジュアル系で雰囲気の違いをエンジョイ。着
こなしの参考にするのは、中国のインスタグラムと呼ばれる交流サ
イト（ＳＮＳ）の小紅書（ＲＥＤ）。「ＥＣの淘宝（タオバオ）にアッ
プされる新商品もチェック。日本のドラマもヒントにしています」

静岡県出身。女の欲望ラボ代表。女性生活アナリ
スト。聖心女子大学卒業後、1988 年博報堂入社。
博報堂生活総合研究所などを経て独立。専門は女
性の意識行動研究。独自の「メール文通法」で 20
代～ 70 代の女性やシニア男性の本音を探り、テレ
ビやラジオなどで発表。ＳＮＳを活用し、アジア
15 カ国・18 地域の女性から生活情報などを収集
する「亜女子ラボ」も活動中
https://www.onnanoyokuboulab.com

山本貴代（やまもと・たかよ）

８

年前

日本酒の愛好家が集まる会に
参加した際のジャケットファッ
ション

最近、上海で注目を集めているのが、ヨガ
ウエアを取り入れたスポーティーなコーディ
ネート。地場スポーツウエアブランド MAIA 
ACTIVE（マイアアクティブ）などが人気。「ルー
ズソックスを合わせて米国の 70 年代スタイル
を楽しむ人もいます」

ヨガウエアが上海で流行中

コスメに関しては依然、海外ブランドの人気
が優勢と夢さん。自身はジバンシイ、アーバン
ディケイ、Ｍ・Ａ・Ｃ ( マック ) といった欧米
系と、資生堂、セザンヌなどの日系を併用。
「中国の代表的コスメブランドを挙げるなら、
メーキャップアーティストが立ち上げた毛戈平
（MAOGEPING）と、杭州市で誕生した花西
子（フローラシス）かな」

愛用コスメは海外ブランド

▲スマートフォンは米アッ
プルの iPhone（アイフォー
ン）13 プロ。ケースは漫
画『ジョジョの奇妙な冒
険』をモチーフにしたもの

仕事場ではニットにパール
のネックレス、ロングスカー
トといった着こなしが中心。
夢さんがよく利用するアパレ
ルブランドは、地場のＭＭ麦
檬（MEILLEUR MOMENT）。
上品なオフィスファッション
が豊富で、トップスは 150
元前後（約 2,900 円）から。
「購入は主にタオバオと
いったＥＣサイト。返品手
続きも簡単で配送料も安い
のがいいですね」

服購入はタオバオで
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「国内初」女性アイドルが誕生

ミャンマーで夢を描け
クーデター以降、いまだ混迷が続くミャンマーで女性アイドルグループが誕生した。
マネジメントを手がけるのは、同国で事業を展開する日本人実業家。
始動のきっかけは「ミャンマーの若者に希望を与えたい」という思い。
壁を乗り越え笑顔でステージに立つ彼女たちに、多くの期待が寄せられている。
（編集・古林由香）

写真提供：ZERO2ONE

AsiaAsia
トレンドトレンド

事情事情

アイドル
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イミングで、多くのお客さまが更新してく
ださった。現在では地方や個人経営の方も
含め、利用の規模や業種が広がっていま
す。「契約業務が効率化された」という声
もあって、うれしかったですね。

現在では、契約の締結前に書面を審査す
る「LegalForce」、そして契約締結後にこ
れを管理するシステムの「LegalForce キャ
ビネ」という、２つのサービスを提供して
います。

—ＡＩの進歩が著しいです
「チャットＧＰＴ」（対話型人工知能）を
使ってみましたが、すごいですよね。世の
中をどう変えていくのか気になります。こ
れは「取り込む」一択だと思います。

こうした技術をどう使えば、より価値を
提供できるのか考えなければいけない。日
本でリーガルテックが出始めて６～７年、
ビジネスとして成立するものは一通り出尽
くしたのではないかという印象があります。

京都大学法学部卒、2012 年弁護士登
録。森・濱田松本法律事務所を経て
17年３月に独立し、法律事務所 ZeLo・
外国法共同事業開設。同４月、Legal 
Force（現 LegalOn Technologies）を
設立（ＮＮＡ撮影）

◉プロフィール

—弁護士から起業をしようと思い立った
経緯は

弁護士だった時、ＡＩやテクノロジーに
関するニュースを見るようになりまして。
これを組み合わせれば、法務に携わる人に
役立つサービスを作れるんじゃないかと大
きな可能性を感じました。

当時、大量の文書を読んで情報を抽出
し、契約書を作成するような仕事をしてい
ましたが、単調な仕事も多かったんですよ
ね。弁護士や企業の法務部が行う単純作業
をテクノロジーが支援してくれるソリュー
ションがあるといいなと。

まず、そういうことに詳しそうな友人に
話をして知り合いを紹介してもらう形で、
いろいろな人に頼りながら人を集めまし
た。現在のサービスである「契約書に潜む
リスクの洗い出しをＡＩが支援する」とい

うコンセプトの製品を思いつくのは、起業
後で１年ぐらい経ってからですね。
—2017 年の創業から約 6 年。独立して
どうでしたか

必死という言葉が適切かなと。私自身、
製品企画の経験はなかったので思い通りに
行く方が少なかったですね。

開発してくれるエンジニアの人に「こう
いう機能があると法務の人の役に立つよ」
と伝えるんですけど、プロダクト開発のこ
とが分からないので認識の齟齬（そご）が
起こってしまう。そういうことが結構あり
ました。

この方向性で大丈夫だと初めて思えたの
は 2020 年の３月。前年４月に最初の製品
となるＡＩ契約審査プラットフォーム
「LegalForce」の正式版を出した、その
１年後です。１年使って契約更新となるタ

インタビュー

角田 望
アジアとの取引や現地で事業を行う日系企業にとって、契約
書など法務の対応は負担となる仕事の１つ。その作業を人工
知能（ＡＩ）を用いた技術で効率化してくれる、そんなサー
ビスを提供する企業が LegalOn Technologies だ。若手弁
護士が起業し、昨年は米国進出も果たした注目のスタート
アップ。角田望代表に聞いた。

株式会社 LegalOn Technologies
代表取締役　執行役員・ＣＥＯ　弁護士

法とテクノロジーで社会を創る“ ”
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ただ、チャットＧＰＴのようなブレイク
スルーが起こると、それを使った新しい
サービスも出てきます。このリーガルテッ
ク市場もさらに進化すると考えています
が、どうなっていくのか私も予測しきれま
せん。

アジアは将来有望　

昨年は創業６年目で 137 億円を資金調達
し、米国へ進出。「契約は世界中で同じよ
うに結ぶ」という角田代表。アジアを含む
グローバルへの展開を長期的に見据える。

—昨年、米国に進出しました。米国は弁
護士が多く、競争が激しいと聞きます

米国に投入したのは「LegalOn Review」
というＡＩ契約レビュー支援ソフトウエア
で、日本とは異なる３つ目の製品。米国市
場にフィットするよう企画しました。私が
想像していた以上のスピードでプロダクト
の開発が進み、お客さまにも使っていただ
いています。本当に期待しています。

法務のマーケットとして見ると、米国っ
てやっぱり世界をリードする市場なんで
す。日本の企業法務のプラクティス（慣習）
も欧米から輸入されたもので「日本は５
年、10 年遅れている」といわれるぐらい。

当社のパーパス（目的）は「法とテクノ
ロジーの力で安心して前進できる社会を創
る」。これは日本に限ったものではなく、
世界でしっかり貢献したい。米国へのチャ
レンジは不可避だと思っています。

同時に事業目線で
は、米国市場は大き
なポテンシャルがあ
ります。趨勢（すう
せい）が決したマー
ケ ッ ト で は 全 然 な
く、むしろ勝負はこ
れ か ら。 リ ー ガ ル
テックの分野はこれ
からが正念場という
状況ですね。まだ始
まったばかりで、こ
のタイミングなら十分戦えるチャンスはあ
るだろうと。
—米国以外のグローバルをどう見ます
か。アジアの市場は巨大です

米国で立ち上げることができたら、他国
での展開も十分に可能性があります。契約
というのは、世界中でみんな同じように結
ぶので広いポテンシャルがある。あとは市
場環境だったり契約実務の状況だったり、
そういったものを精査して優先順位をつけ
ていくことかなという気がします。

アジアは非常にポテンシャルのあるマー
ケットで、10 年後を見据えると非常に有
望です。
—今ではない？

今だと欧米が先かと。契約文化という
か、契約がビジネスに浸透している度合い
はやはり欧米が先行していると考えられる
ことが大きいです。もしかしたら、すごく
成熟したアジアの会社もあるかもしれない

ですが。将来は非常に有望とは思います。

ジャンルを確立する

—将来像はどうありたいと考えますか
長期で言うと「法とテクノロジーの力で

安心して前進できる社会を創る」というこ
とを、私たちのプロダクトでどのように実
現していくか。お客さまにきちんと価値を
届け、そこに貢献できるかをしっかり追求
していくことに尽きるかなと思っていま
す。
—タレントの広末涼子さんを起用したテ
レビＣＭなど、一般への露出が増えていま
す。あれは代表が？

ＣＭは「マーケットを創る」という意味
合いが大きいです。

法務の領域でテクノロジーのソリュー
ションを使って仕事をするというイメージ
は、これまで多くの人にはなかったもので
すよね。会計だったら、何か会計ソフトを

使うと思いますけど、法務の場合にはそう
いうイメージがあまりなかった。でも、法
務の領域にもこういうものがあるんだよ
と、広く知ってもらうことによってジャン
ルを確立していく。それが今の当社には必
要だと考えています。
� （聞き手＝副編集長・岡下貴寛）

徳島県出身で釣りが好きだという角田
代表。前職、事務所の仕事でシンガポー
ルに出張した際もオフは釣りにいそしん
だという。
「シンガポールから船でインドネシアま
で行き、現地でボートを借りて釣りをし
ました。入れ食いでたくさん釣れるので
いいなと」

年に１度、休暇で八丈島に行き、釣り
を楽しむこともあるという。「夜は釣った
魚でバーベキューをします」と角田代表。
（同社提供）

「LegalForce」は 2,500 社、「LegalForce キャビネ」は 800 社以上に導入。右肩
上がりで伸ばしている（同社提供）
































